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新ひだか町議会基本条例の検証結果 

 

１ 検証の目的 

  新ひだか町議会では、議会の公平性と透明性を確保するとともに「町民に信

頼され、町民が参加できる開かれた議会」を目指し、議会基本条例（以下「条

例」という。）を令和元年１２月に可決、成立し、翌年１月から施行されまし

た。 

この条例は、二元代表制における議会及び議員の役割等を明らかにするとと

もに、議会に関する基本的事項を定めることにより、町の持続的な発展と町民

福祉の向上に寄与することを目的としております。 

また、条例第２９条第１項では、「議会は、毎年度、この条例の目的が達成

されているかどうかを検証し、その結果を公表します。」と規定しています。 

このたび、上記の規定に基づき、議会や議員の様々な活動が、条例に規定さ

れている各条文の目的を達成しているかどうかについて、議会運営委員会で検

証を行いましたので、その結果を報告いたします。 

    

２ 検証の対象期間 

  令和３年１月から令和３年１２月まで 

 

３ 検証の結果と評価 

  別添「新ひだか町議会基本条例検証シート」のとおり 

 

４ 検証結果の公表等 

  検証結果報告書を議長に提出するとともに、議会ホームページや議会白書

などにより公表する。 

 



□１ 概ね達成した。

■４ その他

□１ 概ね達成した。

■４ その他
　役割についての総括的な規定で
あり、運用面での評価は行わない。

□１ 概ね達成した。

■４ その他
　条例の位置づけの規定であり、
運用面での評価は行わない。

　条例の目的についての規定であ
り、運用面での評価は行わない。

左 の 理 由 ・ 実 績 等

取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

（議会の
役割）

第２条

（最高規
範性）

第３条

この条例は、議会における最高規範
であり、議会に関する他の条例、規則
等を制定し、又は改廃する場合におい
ては、この条例に定める事項との整合
を図ります。

□２

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

　議会は、次に掲げる役割を担いま
す。
(1) 議案、請願及び陳情等の審議、審
査等並びにこれらの議決を行うこと。
(2) 町長その他の執行機関（以下「町
長等」という。）の事務の執行につい
て、監視及び評価を行うこと。
(3) 町政の課題等について、調査研究
を行い、政策の立案及び提言を行うこ
と。
(4) 国会、北海道議会又は関係行政庁
に意見書を提出するほか、決議により
議会の意思を表明すること。

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

新ひだか町議会基本条例検証シート

条　　　文 評　　　　価

（目的）
□３

第１条

この条例は、二元代表制における新
ひだか町議会（以下「議会」とい
う。）及び新ひだか町議会議員（以下
「議員」という。）の役割等を明らか
にするとともに、議会に関する基本的
事項を定めることにより、新ひだか町
の持続的な発展と町民福祉の向上に寄
与することを目的とします。

取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

□２

評価が１の場合以外は、課題解決のために議会
（議員）が取り組むべき内容など。

※本年の取組み内容の基礎となるものです。



左 の 理 由 ・ 実 績 等条　　　文 評　　　　価

評価が１の場合以外は、課題解決のために議会
（議員）が取り組むべき内容など。

※本年の取組み内容の基礎となるものです。

■１ 概ね達成した。

□４ その他

□１ 概ね達成した。

■４ その他

■１ 概ね達成した。

□４ その他

　本会議の構成等についての規定で
あり、運用面での評価は行わない。

取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

　町民の代表として、公正かつ公平な審議を行い
意思決定を行うとともに、町民への情報公開や議
会改革に継続的に取り組んでいる。

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

（本会
議）

第５条

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

　定例会及び臨時会（以下「本会議」
という。）は、議員全員で構成し、議
会の最終的な意思決定を行います。

（議会の
活動原
則）

第４条

　議会は、第２条に規定する役割を果
たすため、次に掲げる原則に基づき活
動します。
(1) 二元代表制の下、本町の意思決定
を担う議事機関としての責任を自覚
し、その機能を最大限に発揮するこ
と。
(2) 多様な町民意見を十分に把握し、
町民の代表として公正かつ公平な議
論、審議、審査等を行い、意思決定を
行うこと。
(3) 町民が参加しやすい開かれた議会
運営を行うとともに、議会活動につい
て、町民への説明責任を果たし積極的
に情報公開を進めること。
(4) 町民の負託に的確に応える議会の
在り方を常に追求し、議会の改革に継
続的に取り組むこと。

□２

（委員会
の活動）

第６条

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

　議会は、社会、経済情勢等により新
たに生じる行政課題に適切かつ迅速に
対応するため、常任委員会、議会運営
委員会及び特別委員会（以下「委員
会」という。）の適切な運営により機
動力を高めるよう努めます。

２　委員会の委員長は、自由討議によ
る合意形成に努め、委員長報告を作成
し、報告に当たっては、論点及び争点
を明確にするよう努めます。

３　前２項のほか、委員会に関する事
項については、別に条例で定めます。

　常任委員会や議会運営委員会、特別委員会は委
員会条例に基づき適正な運営を行っている。自由
討議による合意形成については、更なる検討が必
要である。



左 の 理 由 ・ 実 績 等条　　　文 評　　　　価

評価が１の場合以外は、課題解決のために議会
（議員）が取り組むべき内容など。

※本年の取組み内容の基礎となるものです。

■１ 概ね達成した。

□４ その他

■１ 概ね達成した。

□４ その他

□１ 概ね達成した。 　正副議長の選出はなかったので、該当なし。

■４ その他

　議長は、その職務として、議場の秩
序を保持し、議事を整理し、議会事務
をつかさどり、及び議会の代表者とし
て中立かつ公平な立場において職務を
行い、民主的な議会運営を行います。

２　前項の規定は、副議長が議長の職
務を行う場合について準用します。

（議長及
び副議長
志願者の
所信表
明）

第９条

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

　議会は、議長及び副議長の選出に当
たり、議会活動の方向性を明確にし、
議会の透明性をより一層高め、議会の
責務を強く認識するため、それぞれの
職を志願する者に所信を表明する機会
を設けます。

（災害時
の議会の
対応）

第７条

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

　議会は、町民の生命又は生活に直接
影響を及ぼす災害等が発生した場合
は、町民及び地域の状況を的確に把握
するとともに、議会としての業務を継
続し、災害からの速やかな復興に向け
積極的な役割を果たすよう取り組みま
す。

（議長及
び副議長
の役割）

第８条

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

　災害発生時は議会災害時対応マニュアルに従
い、災害情報の共有や議員への情報伝達など、適
切な対応を行っている。

　条例に規定する正副議長の役割を果たしてい
る。



左 の 理 由 ・ 実 績 等条　　　文 評　　　　価

評価が１の場合以外は、課題解決のために議会
（議員）が取り組むべき内容など。

※本年の取組み内容の基礎となるものです。

□１ 概ね達成した。

□４ その他

□１ 概ね達成した。

□４ その他

■１ 概ね達成した。

□４ その他

　令和３年度議会運営委員会の所管事務調査とし
て取り組んだが、結論まで至っていないため、議
員相互間の自由討議を中心とした運営には至って
いない。

（議員の
政治倫
理）

第１２条

　議員は、町民の負託に応えるため、
新ひだか町議会議員政治倫理規程に基
づき、議員としての品位を保持すると
ともに、政治倫理の向上に努め、公正
及び誠実を旨として職責を全うしま
す。

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

（議員の
活動原
則）

第１１条

　議員は、町民の代表として選挙によ
り選ばれた公職にある者として、次に
掲げる原則に基づき活動します。
(1) 多様な町民意見と町政の課題を的
確に把握し、町政全体を見据えた広い
視点及び長期的展望を持って、公正か
つ誠実に職務を遂行すること。
(2) 自らの議会活動及び議会における
意思決定等の過程等について、町民に
わかりやすく説明すること。
(3) 政策の立案及び提言に係る能力の
向上を図るため、常に研さんに努める
こと。
(4) 議会が言論の府であることを踏ま
え、議員相互間の討議を活発に行うこ
と。

■２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

（自由討
議による
合意形
成）

第１０条

　議会は、議員による討論の場である
こと及び合議制の機関であることを十
分に認識し、議員相互間の自由討議を
中心に運営します。

２　議会は、本会議及び委員会におい
て、議員提出議案、町長提出議案並び
に請願及び陳情等を審議し結論を出す
場合には、議員相互の自由討議により
議論を尽くして合意形成に努めるとと
もに、町民に対する説明責任を十分に
果たすよう努めます。

３　議員は、前２項による議員相互間
の自由討議を拡大し、政策、条例、意
見等の議案の提出を積極的に行うよう
努めます。

■２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

　議員相互間の討議は、常任委員会から積極的
に取り組んでいく。

　政治倫理規程の政治倫理基準を遵守して議員活
動を行うとともに、その職務を全うしている。

　本会議や全員協議会での自由討議は現状では
なかなか難しいと思うので、委員会審議での自
由討議から始めて、その後本会議や全員協議会
など、段階的に取り組むことを念頭に、令和４
年度所管事務調査として継続して調査研究する
ことが必要である。

　議員の活動原則に基づき、公正かつ誠実に職務
を遂行するとともに、町民に対する説明や自己研
さんに努めたが、議員相互間の討議は、未だ本来
の自由討議には至っていない。



左 の 理 由 ・ 実 績 等条　　　文 評　　　　価

評価が１の場合以外は、課題解決のために議会
（議員）が取り組むべき内容など。

※本年の取組み内容の基礎となるものです。

■１ 概ね達成した。

□４ その他

■１ 概ね達成した。

□４ その他

□１ 概ね達成した。

■４ その他

（議員定
数）

第１５条

　議員定数については、町長等の事務
の執行に対する監視及び評価並びに政
策の立案及び提言等の議会機能の確保
を考慮するとともに、多様な町民意見
を町政に反映させるための適切な人数
を確保するという視点等を踏まえ、別
に条例で定めます。

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

（会派） 第１４条

　議員は、政策の決定及び形成に資す
るため、政策を中心とした同一の理念
を共有する２名以上の議員で構成する
会派を結成することができます。

２　会派は、その会派に属する議員の
活動を支援するとともに、政策の立
案、提言等を主体的に実施するよう努
めます。

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

（災害時
発生時の
議員の対

応）

第１３条

　議員は、町民の生命又は生活に直接
影響を及ぼす災害等が発生した場合
は、町民及び地域の状況を的確に把握
するとともに、別に定める災害時対応
マニュアルに基づき適切な対応に努め
ます。

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

　会派に属する議員活動の支援は常に行ってお
り、政策の立案、提言等についても各常任委員会
の中で取り組んでいる。

　本町の人口減少の状況や全道・全国的な議員
定数を参考にしながら検討すべきと考えてお
り、当分の間は現状維持で良いのではないかと
考える。

　議会災害時対応マニュアルに基づき対応してい
る。

　議員定数については、平成29年6月に議員の定
数を定める条例の一部改正を行い現在16人となっ
ており、現状での条例改正の必要性はないと考え
る。



左 の 理 由 ・ 実 績 等条　　　文 評　　　　価

評価が１の場合以外は、課題解決のために議会
（議員）が取り組むべき内容など。

※本年の取組み内容の基礎となるものです。

□１ 概ね達成した。

■４ その他

□１ 概ね達成した。

□４ その他
（町民参
加及び町
民との連

携）

第１７条

　議会は、町民の意見を議会活動に反
映することができるよう、次に掲げる
方法その他の方法により、町民の議会
活動への参加を推進します。
(1) 本会議及び委員会の運営に当た
り、参考人制度及び公聴会制度を十分
に活用し、町民の意向及び学識経験者
等の専門的又は政策的識見を議会の意
思決定に反映させること。
(2) 請願及び陳情が提出されたとき
は、町民の政策提案と位置付け、審査
においては、提案者の意見を聴く機会
を確保すること。
(3) 議会報告会を年１回以上開催し、
広く町民に議会の活動を報告するとと
もに、町民の意見を聴取して議会活動
に反映すること。
(4) 議会の基礎的な資料及び情報並び
に議会の評価等を毎年調整し、議会白
書として町民に公表すること。
(5) 議案に対する各議員の賛否、論点
及び争点を議会広報等で公表する等、
議員の活動に対して町民の評価が的確
になされるよう情報提供すること。

■２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

（議員報
酬等）

第１６条

　議員の報酬及び費用弁償並びに期末
手当については、町政課題等の複雑高
度化に対し、町長等の事務の執行に対
する監視及び評価並びに政策の立案及
び提言等の議会機能を十分に発揮する
ことができるよう、多様な分野に幅広
い知識と経験を有する人材が議員とし
て活動できるための環境整備の観点を
踏まえ、別に条例で定めます。

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

　参考人制度や公聴会制度については、陳情や
請願などで必要と判断した場合に活用する方向
で考える。

　議員報酬等については、平成31年4月から改正
されていることから、今回の評価対象外と考える
が、報酬額や期末手当については、今後の検討課
題と考える。

　今後の人口減少や社会情勢を見極めながら、
定数見直しと並行して取り組む必要があると考
える。議員の期末手当については、職員の期末
手当の支給割合に合わせていることが不合理と
思われるため、見直しを検討する必要があると
考える。

　参考人制度や公聴会制度については、その活用
が必要と判断した事例、案件等はなかった。議会
報告会は新型コロナの影響で開催できなかった
が、議会白書による議会資料等の公表のほか、議
案に対する各議員の賛否等は議会広報等で公表し
ている。



左 の 理 由 ・ 実 績 等条　　　文 評　　　　価

評価が１の場合以外は、課題解決のために議会
（議員）が取り組むべき内容など。

※本年の取組み内容の基礎となるものです。

■１ 概ね達成した。

□４ その他

■１ 概ね達成した。

□４ その他

■１ 概ね達成した。

□４ その他

　本会議及び全員協議会は原則公開として、イン
ターネットによる議会中継や必要な資料配布も
行っている。
　また、議会等の日程もホームページ等により事
前に町民に周知するとともに、本会議等の会議録
も公開している。

　町長等の事務執行に対する監視及び評価は、本
会議や全員協議会、常任委員会等の中で行ってお
り、常任委員会所管事務調査により政策提言も
行っている。

（町長等
との関
係）

第２０条

　議会は、二元代表制の下、町長等と
独立対等な立場で緊張ある関係を保持
し、町長等の事務の執行に対する監視
及び評価を行うとともに、政策の立案
及び提案を通じて、町の発展及び町民
福祉の向上のために活動します。

２　議長から本会議等への出席を要請
された町長等は、議員の質疑及び質問
に対し、議長又は委員長の許可を得
て、論点及び争点を明確にするための
反問をすることができます。

３　議員は、二元代表制民主主義の充
実と町民自治の観点から、法定以外の
執行機関の諮問機関、審議会等の委員
に就任しません。

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

（本会議
及び委員
会の公
開）

第１９条

　議会は、本会議、委員会及び全員協
議会（以下「本会議等」という。）を
原則公開とし、必要な資料を町民に配
布するとともに町民が傍聴しやすい環
境の一層の充実に努めます。

２　議会は、本会議等の日程及び内容
を事前に町民に周知するとともに、本
会議等の会議録を公開し、意思決定に
係る過程と結果を明らかにします。

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

（議会広
報の充
実）

第１８条

　議会は、町民に開かれた議会の実現
のため、町政に係る論点及び争点の情
報を町民に周知するよう努めます。

２　議会は、情報通信技術の発展を踏
まえた多様な広報手段を多く活用し、
多くの町民が行政に関心を持つよう、
議会広報活動に努めます。

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

　議会広報は定例会毎に発行するとともに、議会
ホームページやフェイスブック等のSNSの活用に
より、議会の情報を広く町民に発信している。
また、成人式でアンケート調査を実施し、若者の
意見把握に努めている。



左 の 理 由 ・ 実 績 等条　　　文 評　　　　価

評価が１の場合以外は、課題解決のために議会
（議員）が取り組むべき内容など。

※本年の取組み内容の基礎となるものです。

□１ 概ね達成した。

□４ その他

■１ 概ね達成した。

□４ その他

■１ 概ね達成した。

□４ その他

　議案提案については、予算説明資料や各種議案
資料の提出があったが、一部、条例に規定する事
項が満たされていなかった。

　町長等の事務執行に対する監視及び評価は、本
会議や全員協議会、常任委員会等の中で行ってお
り、常任委員会所管事務調査により政策提言を行
うなど、議会機能の強化に努めている。また、議
会運営委員会において、議会改革に継続的に取り
組んでいる。

　平成29年9月29日に議会の議決に付すべき事件
を定める条例を制定している。

（議決事
項の拡
大）

第２３条

　地方自治法（昭和２２年法律第６７
号）第９６条第２項の規定に基づく議
決事項について、町民の負託に応える
町政運営を実現できるよう、別に条例
で定めます。

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

（議会の
機能強化
及び議会
改革）

第２２条

　議会は、町長等の事務の執行に対す
る監視及び評価並びに政策の立案及び
提言等の議会機能を強化するととも
に、自らの改革に継続的に取り組みま
す。

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

（議会へ
の政策形
成過程の
説明）

第２１条

　町長等は、政策、計画、施策又は事
業（以下「政策等」という。）を提案
するときは、政策等の水準を高めるた
め、次に掲げる政策形成過程の資料等
を作成し議会への適時適切な説明を行
うよう努めます。
(1) 政策等の発生源
(2) 検討した他の政策案等の内容
(3) 他の自治体の類似する政策等との
比較検討
(4) 総合計画における根拠及び位置付
け
(5) 関係ある法令及び条例等
(6) 政策等の実施にかかわる財源措置
(7) 将来にわたる政策等のコスト計算

■２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

　より丁寧な資料作成を求めていくこととす
る。



左 の 理 由 ・ 実 績 等条　　　文 評　　　　価

評価が１の場合以外は、課題解決のために議会
（議員）が取り組むべき内容など。

※本年の取組み内容の基礎となるものです。

□１ 概ね達成した。 　該当となる事例、案件等がなかった。

■４ その他

■１ 概ね達成した。

□４ その他

□１ 概ね達成した。

□４ その他

　議会の機能強化及び改革については、議会運営
委員会で行っている。

（専門的
知見の活

用）
第２４条

　議会は、本会議等における審議の充
実、政策の立案及び提言機能の強化並
びに政策の効果の評価に資するため、
地方自治法第１００条の２の規定に基
づく専門的事項に係る調査を積極的に
活用するよう努めます。

２　議会は、必要に応じて専門的知見
を有する者で構成する調査機関を設置
することができます。

３　前２項の調査機関に関し必要な事
項は、議長が別に定めます。

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

（検討組
織の設
置）

第２５条

　議長は、議会の機能強化及び改革に
継続的に取り組むため、議員で構成す
る検討組織を設置することができま
す。

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

（議員研
修の充
実）

第２６条
　議会は、議員の政策形成及び立案能
力等の向上を図るため、議員研修の充
実強化に努めます。

■２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

　新型コロナウイルス感染症の関係で、全道町村
議会議員研修会は中止となったが、議会改革に伴
うオンライン会議システム研修会や「地方議会活
性化シンポジウム2021」へのオンライン参加な
ど、議員研修の充実に努めている。

　議員の資質向上を図るためにも、議員研修の
充実強化が必要であるので、全道町村議会議員
研修会の参加や独自研修会の開催について検討
が必要と考える。



左 の 理 由 ・ 実 績 等条　　　文 評　　　　価

評価が１の場合以外は、課題解決のために議会
（議員）が取り組むべき内容など。

※本年の取組み内容の基礎となるものです。

□１ 概ね達成した。

□４ その他

■１ 概ね達成した。

□４ その他

■１ 概ね達成した。

□４ その他

　事務局体制については、現状の機能及び組織体
制の中で、議会活動が円滑かつ効果的に行うこと
ができるように努めている。

　令和２年は条例施行の年であり、検証は令和３
年から行い、公表している。

　議会図書室は設置しているが、図書の充実強化
と利用しやすい環境づくりが必要である。
　一般町民の利用までには至っていない。

（議会図
書室の充

実）
第２７条

　議会は、議員の調査研究等に資する
ため、議会図書室を設置するととも
に、充実強化し、一般の利用にも配慮
します。

■２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

（議会事
務局)

第２８条

　議会は、自らの政策の立案及び提言
機能を強化し、議会活動を円滑かつ効
果的に行うため、議会事務局の機能及
び組織体制の強化を図ります。

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

（検証及
び見直し
手続）

第２９条

　議会は、毎年度、この条例の目的が
達成されているかどうかを検証し、そ
の結果を公表します。

２　議会は、必要があると認めるとき
は、この条例の見直しを行います。

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

　議員からの希望があれば、予算要求して充実
する必要がある。



左 の 理 由 ・ 実 績 等条　　　文 評　　　　価

評価が１の場合以外は、課題解決のために議会
（議員）が取り組むべき内容など。

※本年の取組み内容の基礎となるものです。

■１ 概ね達成した。

□４ その他

　必要となる事項は、確認されなかった。

□３ 取り組んだとはいえない。全く取り
組んでいない。

（委任） 第３０条
　この条例の施行に関し必要な事項
は、議長が別に定めます。

□２
取り組んだが、不足している部分も
あり、さらなる改善・取り組みが必
要


